日本における高層ビル施工の変遷に関する研究 : 1960年代から80年代の生産性向上に向けた取り組み by 松本 有未子
  

















16886406 松本 有未子 
指導教員 角田    誠 









1. はじめに  .................................................................. 3 
1.1. 背景  .................................................................. 4 
1.1.1. 建設業の特徴  ...................................................... 5 
1.1.2. 労働力不足  ........................................................ 6 
1.1.3. 生産性向上の取組み  ................................................ 8 
1.2. 目的  .................................................................. 9 
1.3. 研究方法・調査対象  ................................................... 10 
1.4. 構成  ................................................................. 11 
 
2. 1960 年代～1980 年代までの施工技術の変遷と事例紹介  ...................... 12 
2.1. 概要  ................................................................. 13 
2.2. 1960 年代（産業確立期） ............................................... 14 
2.2.1. 霞が関ビルディング  ............................................... 20 
2.3. 1970 年代(技術集成期) .................................................. 28 
2.3.1. 朝日東海ビル  ..................................................... 30 
2.4. 1980 年代（巨大需要期） ............................................... 33 
2.4.1. 梅田センタービル  ................................................. 35 
 
3. 生産性向上の取組み  ....................................................... 40 
3.1. 概要  ................................................................. 41 
3.2. PC 化  ................................................................ 43 
3.2.1. 日本アイ・ビー・エム川崎ビル  ..................................... 46 
3.2.2. 仙台第一生命タワービルディング  ................................... 48 
3.2.3. 新神戸オリエンタルシティ・C3 ..................................... 51 
3.3. ユニット化  ........................................................... 54 
3.3.1. ホテルニューオータニタワー ........................................ 59 
3.3.2. 西武新宿ビル  ..................................................... 61 
3.3.3. 富国生命ビル  ..................................................... 63 
3.3.4. 東芝ビルディング  ................................................. 65 
3.4. 機械化  ............................................................... 67 
3.4.1. 阪急グランドビル  ................................................. 72 
3.4.2. SSR－3［耐火被覆吹付ロボット］ ................................... 74 
3.4.3. 鉄骨柱溶接ロボット  ............................................... 75 
3.4.4. 水平コンクリートディストリビュータ  ............................... 76 
  




3.4.5. コテキング［コンクリート床仕上げロボット］ ........................ 77 
3.4.6. ボード張りマニピュレータ  ......................................... 78 
3.4.7. ABCS［全自動ビル建設システム］ .................................... 79 
3.5. システム化  ........................................................... 83 
3.5.1. 横浜天理教館  ..................................................... 86 
3.5.2. 新神戸オリエンタルシティ・C3 ..................................... 89 
 
4. 考察  ..................................................................... 91 
4.1. 概要  ................................................................. 92 
4.2. 1960 年代から 1980 年代における生産性向上の取組みを振り返って  .......... 93 
4.3. 生産性向上の課題  ..................................................... 94 
4.3.1. 生産性向上の取組みの共有・評価  ................................... 94 
4.3.2. 設計者への生産性向上の意識付け  ................................... 96 
4.3.3. 分業化する協力会社  ............................................... 97 
 
5. まとめ  ................................................................... 98 
 
参考文献  .................................................................... 100 





















1. 1章 はじめに 
  
  







































                            
1 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
  








年にはピーク時(1997 年)の 72.3％まで減少している(図 1)。さらに、職人の職人の高齢










図 1 建設業就業者数の推移(出典：「建設業ハンドブック 2017」日本建設業連合会) 
  







図 2 建設業就業者の高齢化の進行(出典：「建設業ハンドブック 2017」日本建設業連合会) 
図 3 新規学卒者の入職状況(出典：「建設業ハンドブック 2017」日本建設業連合会) 
  















をまとめた例として、嘉納 2は 1950 年代から 2000 年代までの代表的な高層建築を取り
上げ、10 年おきにどのような構工法開発が行われたか概要をまとめているが、個々の事









                            
2 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築社、新建築 2009年 12月 
3 人見亨「建築生産における技術開発の流れ」建築雑誌 Vol.96、No.1174、1981年 1月号 
4 山崎雄介「建築生産における施工技術の 30年」 
  































工」)5の施工記録及び嘉納 6、山崎 7らの生産性に関する既往研究、大手建設会社 5社の
社史 8、建設産業の変遷及び超高層建築施工についての文献 9等を対象にしている。イン
タビュー調査は、大手建設会社 5 社の(現・元)技術者 15 名、協力会社(専門工事会社)





                            
5 1966年 9月創刊～2001年 3月廃刊。3 章では「施工」の施工記録のうち約 35物件を参照し分析を行って
いる。表 6参照。 
6 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築社、新建築 2009年 12月 






9 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築社、新建築 2009年 12月 
二階盛 他「超高層建築 4 施工編」鹿島研究所出版会 
梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
表 1 インタビュー対象物件一覧 
名称 竣工年 設計/施工 内容
霞が関ビル 1968年
  山下設計





















   日建設計




































2.  2章 1960年代～1980年代までの施工技術の変遷と事例紹介 
  
  









目覚ましいものがあり、多種多様な施工技術が開発された。本章では 1960 年代から 1980













図 4 施工技術・管理技術の変遷 10 
  
                            
10 井口昌彦「工事管理の変遷と今後の課題」及び鳥海良輔・嘉納成男「建築生産における施工技術の動向 
に関する研究」より筆者作成 
経済成長　　　　　　　　　　建設業冬の時代 ( オイルショック )　　バブル経済　　バブル崩壊
1960 1970 1980 1990
▼高さ制限
　撤廃 (1963 年 )
▼労働安全































































































                            
11 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
12 「清水建設二百年 生産編」 
13 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
  




写真 1 ガイデリックによる建方(出典:「建築生産の技術」、p53) 
写真 2 タワークレーン(出典:「建築生産の技術」、p54) 
 











になるとコンクリートポンプによる圧送が始まり打設能力が高まった(写真 5) 16。 
 
                            
14 「清水建設二百年 生産編」 
15 人見亨「建築生産における技術開発の流れ」建築雑誌 Vol.96、No.1174、1981年 1月号 
16 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
  





写真 3 現場に設けられたコンクリートプラント(出典:「建築生産の技術」、p42) 
 
写真 4 カートによるコンクリート打設(出典:「建築生産の技術」、p42) 
 
 















ティ式足場 19、1960 年にビティ足場を改良し日本のとび職向けに標準化した SM（Safe 
Metal）式足場が開発された。建設需要の増大に伴い耐久性に優れた鋼製製品を採用す
ることで木製の足場よりも経済性な効果も得られた 20。鉄筋コンクリート工事に関して
















                            
17 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築 2009年 12月 
18 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
19 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築 2009年 12月 
20 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
21 「大成建設 140年史」 
22 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
  
















写真 8 合板型枠(出典「:建築生産の技術」、p45) 
 
 



























・  霞が関ビルでは柱・梁に H形鋼が採用されている。十字型の柱や正方形のボックス柱
案も検討されたがこれらの形状は曲げ加工や溶接する必要があり、生産性を考慮した結
果 H形となった。H形鋼の製造には図 5 の熱間圧延（ホットロール）が使用された。ロ
ールの間にまだ熱い鋼を往復させローラーの形状に合わせて押し整形していくことで
連続的な製造が可能となった。 
                            









階数：地下 3階、地上 36階、塔屋 3階 
高さ：最高高さ 147m 
用途：オフィス 
表 2 霞が関ビル概要(写真出典：wikipedia) 
  




















図 5 ユニバーサル圧延(出典：「施工」1967年 6月) 
  















写真 10 ハニカム Hビーム(出典：三井不動産蔵) 
図 6 在来方式と霞が関ビルの鉄骨の構成(出典：三井不動産蔵) 
  













写真 11 キの字の柱梁ユニット(出典：「施工」1967年 6月) 
写真 12 石綿スレート張付け(出典：三井不動産蔵) 
  




























写真 13 デッキプレート敷き(出典：三井不動産蔵) 
  





人力施工の限界に達した為である。コンクリートコンベアは 1機あたり長さ 7700 ㎜、









はこのユニットを専用のコンテナに大便器 4、小便器 2を詰め込んで運搬、揚重した。 
写真 14 軽量コンクリートの打設(出典：三井不動産蔵) 
  











写真 15 ユニット化された縦配管(出典：三井不動産蔵) 
  















は 300人・日の人工を必要としていたが、25階では 130人・日と 14階の半分程度まで
減少している。 










写真 16 ライン天井の施工(出典：三井不動産蔵) 
  





2.3. 1970年代(技術集成期)  
 
1）概要 
・  1970 年代前半は 60年代の好景気が続き、より一層機械化・工業化が進展した。しか



















化し全社的な品質管理を行う TQC(Total Quality Control)の手法が建設会社各社で採用
                            
24 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築 2009年 12月 
表 3 建設資材価格指数の推移(45年＝100)(出「典:大林組 100年史」、p332) 
  







た。そこで、1967 年に ZD 運動を導入し作業所レベルでの業務の改善を図ったが、経営
者、管理者レベルでの成果は上がらなかった。この反省から、基本的な考えとして各社
の業務組織における各部門長が責任を持って TQC を行うこととした。TQC はすでに組立
産業である自動車産業において大きな効果を発揮しており、建設業においても品質管理
活動の展開が可能であると考えられた。 




環境の整備が急速に進んだ 27。その結果、1975 年の建設業における死亡者数は 1970 年
の半数にまで減少している(図 7)。また、環境問題に対しても 1967 年に公害対策基本法、




                            
25 全社的品質管理の水準が極めて高く、社会への貢献度の顕著な企業に与えられる賞。 
26 「竹中工務店九十年史」 
27 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築 2009年 12月 
図 7 建設業における死亡者数の推移(1967年～2016年) 
(出典：「建築業労働災害防止対策実施事項(平成 29年度)」、建築業労働災害防止協会) 
  





2.3.1. 朝日東海ビル 28 
 
1）概要 
















(昇降速度毎秒 90m、最高揚程 300m、積載荷重 2.5t)が開発された。エレベーターと同様
の巻き上げ方式を採用することで、高速揚重を可能にしている。通常はコンクリートタ
                            











階数：地下 4階、地上 29階、塔屋 2階 
高さ：最高高さ 119.6m 
用途：オフィス 
表 4 朝日東海ビル概要(写真出典：wikipedia) 
  










写真 17 朝日東海ビルで稼働中の JCC－200W タワークレーン(出典：「清水建設二百年」、p240) 
 
3）コンピュータ利用 








































































で進み、散在する施工情報を集約・共有すべく IT 化が飛躍的に浸透した。1980 年代前
                            
29 山崎雄介「建築生産における施工技術の 30年」 
30 「清水建設二百年 生産編」 
  












引業者指導評価システムの 5 システムからなるシミズ品質情報システムを構築した 31。 
 
  
                            
31 「清水建設二百年 生産編」 
  






























                            









階数：地下 2階、地上 32階、塔屋 1階 
高さ：最高高さ 134.7m 
用途：オフィス 
表 5 梅田センタービル概要(写真出典：wikipedia) 
  



















材置き場、製造ヤード、ストックヤードは写真 19 のように決定し、建方行程を日産 5
～12枚生産する為にサイトは 2か所、型枠は鋼製型枠が 12ベッドとされた。サイト工
場には協力会社を常駐させており、製造の外注化が始まっていたことが伺える。 
写真 18 PCaフロアパネルの取付(出典：「梅田センタービル物語」、p136) 
  




・  梅田センタービルの PCaフロアパネル工法の欠点として挙げられるのが、パネルの割











図 8 PCaフロアパネル割り付け図(出典：「施工」1987年 11月) 
写真 19 サイトプレファブ(出典：「梅田センタービル物語」、p137) 
 
  


















































写真 20 入退場における磁気カードの投入状況(出典：「施工」1987年 12月) 
  
  

















3. 3章 生産性向上の取組み 
  
  







・  「施工」の施工レポート約 35 物件を対象に生産性向上の取組みを分類した結果、PC
化、ユニット化、機械化、システム化に分類することが出来た。この 4 項目について、
概要と具体的な事例を紹介する。 
・ 表 6 「施工」調査対象物件リスト 
名称 竣工年 設計/施工 資料
霞が関ビルディング 1968年 山下寿郎設計事務所/鹿島建設 1967年1月、3月、6月
東京卸売りセンター 1970年 大成建設/大成建設 1970年2月、5月
鹿島建設本社ビル 1968年 鹿島建設/鹿島建設 1968年2月
竹平町ビル 1972年 三菱地所/大成建設 1972年4月
大阪大林ビル 1973年 大林組/大林組 1973年2月、1974年2月
横浜天理教館 1972年 竹中工務店/竹中工務店 1973年6月
三菱ビルヂング 1973年 三菱地所/複数 1974年2月
ホテルニューオータニタワー 1974年 大成建設/大成建設 1974年3月、5月
東京海上ビル 1974年 複数/複数 1974年6月
タキヒヨー丸の内ビル 1973年 竹中工務店/竹中工務店 1974年7月
西武新宿ビル 1977年 複数/複数 1977年8月、9月、10月
東京堂千代田ビル 1977年 日建設計/鹿島建設 1977年12月
阪急グランドビル 1977年 竹中工務店/竹中工務店 1978年7月
新宿野村ビル 1978年 安井建築設計事務所/熊谷組 1978年12月、1979年2月、3月
富国生命ビル 1980年 清水建設/清水建設 1980年9月、10月、11月
住友生命盛岡ビル 1981年 日建設計/複数 1981年5月
日本アイ・ビー・エム川崎ビル 1982年 松田平田坂本設計事務所/竹中工務店1981年11月
日比谷国際ビル 1981年 三菱地所/複数 1982年2月、3月
日本製糖本社ビル 1981年 日建設計/竹中工務店 1982年3月
トヨタ東京ビル 1982年 日建設計/複数 1982年7月
新宿NSビル 1982年 日建設計/大成建設 1982年12月
赤坂プリンスホテル 1982年 複数/鹿島建設 1983年6月
東芝ビルディング 1984年 清水建設/複数 1984年6月、7月、8月、10月、11月
新宿グリーンタワービル 1986年 日建設計/複数 1985年11月、12月
仙台第一生命タワービルディング 1985年 竹中工務店/複数 1986年2月
梅田センタービル 1987年 竹中工務店/竹中工務店 1987年10月、11月、12月
名古屋三井ビルディング 1987年 日本設計/複数 1988年3月
三井倉庫箱崎ビル 1989年 竹中工務店/竹中工務店 1988年10月、12月、1991年1月
新神戸オリエンタルシティ 1988年 竹中工務店/竹中工務店 1989年5月
芝浦スクエアビル 1989年 竹中工務店/竹中工務店 1989年9月
日本電気本社ビル 1990年 日建設計/複数 1990年7月
南海サウスタワーホテル 1990年 日建設計/複数 1990年9月
クリスタルタワービル 1990年 竹中工務店/竹中工務店 1991年1月
ビル自動化施工システム ― ― 1994年3月
  




















・  初期の PC 化は、柱や梁の単体を PCとする例がほとんどであった。1970 年に竣工した
東京卸売りセンターでは、1 層ずつ躯体や内外装の施工を完結させ同期化を図る積層工
法を実現するために柱、梁、階段、カーテンウォールといった大半の部材で PC 化が行
われた(写真 21)。部材の運搬を考慮し、地下 1階及び 1階を PC工場とする現地生産方
式(サイト生産方式)が採用され、打設・養生・脱型の一連の工程が施工現場で行われた
写真 21 東京卸売りセンターの PC梁の建方(出典：「施工」1970年 5月) 
写真 22 東京卸売りセンターの地下 1階 PC床板製作工場 
  
















んだ PCが使用され、PCカーテンウォールの表現が広がったことがわかる(写真 23)38。 
・  PC化の範囲拡大と同時に部材の大型化もみられた。前述した梅田センタービルでは 1
                            
34 「施工」1970年 5月 
35 「施工」1974年 3月、5月 
36 「施工」1977年 8月、9月、10月 
37 「施工」1973年 2月、1974年 2月 
38 「施工」1974年 6月 
写真 23 東京海上ビルの PCカーテンウォールの取付け(出典：「施工」1974年 6月) 
  





枚:約 3m×14ｍ、12t)まで大型化することで揚重回数を削減している 39。 










た高機能 PC 部材の開発が行われた 42。 
  
                            
39 「施工」1987年 10月、11月、12月 
40 「施工」1982年 3月 
41 「施工」1981年 11月 
42 「施工」1986年 2月 
 「施工」1989年 5月 
  





















                            









階数：地下 2階、地上 10階、塔屋 2階 
高さ：最高高さ m 
用途：オフィス 
表 7 日本アイ・ビー・エム川崎ビル概要(写真出典：松田平田設計事務所 HP) 
写真 24 梁型 PCaFのストック(出典：「施工」1981年 11月) 
  






写真 25 柱型及び梁型 PCaFの建込み(出典：「施工」1981年 11月) 
  















2) ト型 PCa 板 












全に施工出来るよう、図 9、写真 26 に示すように在来型の PC 板に床を付け、さらに雨水
                            





工期：1983 年 6月～1985年 5月 (約 23か月)  
建築面積：3081.95㎡ 
延べ床面積：55540.1 ㎡ 
階数：地下 2階・地上 21階 塔屋 2階 
高さ：最高高さ 92.2m 
用途：オフィス、店舗 
表 8 仙台第一生命タワービルディング概要(写真出典：wikipedia) 
  




侵入対策用防水 PAN機能を付加したト型の PC板が提案された。詳細は図 10 に示す。 
















図 9 ト型 PCの開発経過（出典：「施工」1986年 2月） 
写真 26 PC板形状（出典：「施工」1986年 2月 
  









図 10 ト型 PC板詳細（出典：「施工」1986年 2月 
  




















                            









階数：地下 3階、地上 37階、塔屋 1階 
高さ：最高高さ 158m 
用途：ホテル、商業施設、劇場 
表 9 新神戸オリエンタルシティ・C3概要(写真出典：wikipedia) 
  















図 13 製作手順（出典：「施工」1989年 5月） 図 12 バルコニー一体型 PCa板（出典：「施工」1989年 5月） 
図 11 接合部詳細（出典：「施工」1989年 5月） 
  

























・  1964 年に竣工したホテルニューオータニ本館では、浴室がユニット化されている。ホ














                            
46 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
47 「施工」1974年 3月、 
「大林組百年史」 
梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
48 「施工」1987年 10月、11月、12月 
  




















むシャフト壁自体を PCで一体として製造し搬入・取付けを行う例がみられた 53。 
                            
49 「施工」1967年 1月、3月、6月 
50 「施工」1972年 4月 
51 「施工」1974年 7月 
52 「施工」1989年 9月 
53 「施工」1977年 8月、9月、10月 
  




















                            
54 「施工」1970年 2月、5月 
55 「施工」1981年 5月 
写真 28 芝浦スクエアビルのライザーユニット(出典：「施工」1989年 9月) 
  









                            
56 「施工」1980年 9月、10月、11月 
写真 29 東京卸売りセンターの壁型枠の建込み作業(出典：「施工」1970年 2月) 
図 14 住友生命盛岡ビルの折り重ね説明図(出典：「施工」1981年 5月) 
  






・  1978 年に竣工した新宿野村ビルでは小梁のピース数が他の超高層ビルと比べて多く
揚重対策を講じる必要があった。そこで、図 15 に示すような特殊治具を考案し、小梁
と大梁を一体化した。揚重時は小梁と大梁を折りたたみ揚重し、大梁の建て入れ後に治
具を 90°回転させ小梁を連結する 57。 
 
図 15 新宿野村ビルの小梁の取付方法と特殊治具(出典：「施工」1979年 2月) 
 






・  1986 年に竣工した新宿グリーンタワービルでは小梁 3本とデッキプレートをあらか
じめ地組し 1つのピースとして取付ける床板ユニット工法が採用されている(図 16)。小
梁には地組合わせ用のボルト穴および大梁取付側のフランジに切欠きをも設けるとい
った工夫をし、施工性能を高めている 59。  
                            
57 「施工」1978年 12月、1979年 2月、3月 
58 「施工」1984年 6月、7月、8月、10月、11月 
59 「施工」1985年 11月、12月 
図 16 新宿グリーンタワービルの床板ユニット(出典：「施工」1985年 12月) 
  





















                            











階数：地下 1階、地上 40階、塔屋 3階 
高さ：最高高さ 144m 
用途：ホテル 
表 10 ホテルニューオータニタワー概要(写真出典：wikipedia) 
  





写真 30 バスユニット外壁製作ヤード(出典：「施工」1974年 3月) 
 
写真 31 バスユニットの据付け(出典：「施工」1974年 3月) 
  
  
























                            










階数：地下 4階、地上 25階、塔屋 2階 
高さ：最高高さ 94.8m 
用途：ホテル、店舗、駅舎 
表 11 西武新宿ビル概要(写真出典：wikipedia) 
写真 32 治具上で大梁と PC耐震壁の一体化溶接(出典：「施工」1977年 8月) 
  



















図 17  PCユニットシャフト据付け図(出典：「施工」1977年 8月) 
写真 33 配管組立(出典：「施工」1977年 8月) 
  




























                            









階数：地下 5階、地上 29階、塔屋 1階 
高さ：最高高さ 120m 
用途：オフィス 
表 12 富国生命ビル概要(写真出典：wikipedia) 
  














写真 35 窓ユニット搬送用コンテナ(出典：「施工」1980年 10月) 
写真 34 窓ユニット搬送用コンテナ(出典：「施工」1980年 10月) 
  





3.3.4. 東芝ビルディング 63 
 
1）概要 













                            









階数：地上 40階、地下 3階、塔屋 1階  
高さ：最高高さ 166.7m 
用途：オフィス、店舗  
表 13 東芝ビルディング概要(写真出典：wikipedia) 
図 18 1スパン分のデッキプレートの先組要領(出典：「施工」1984年 6月) 
  









図 19 小梁と大梁の間のキャスター(出典：「施工」1984年 6月) 
図 20 デッキプレートの間のキャスター(出典：「施工」1984年 6月) 
  







・  現在使用される大型建設機械の大半は 1960 年代までに原型が開発され、その後は改
良を重ねることで性能の向上を図っていた。特にタワークレーンとコンクリート打設に
関する機械は長期にわたる改良がみられ、高層ビルに本格的に導入が始まった当初のタ
ワークレーンは 200t・mであったが、日本電気本社ビル(1990 年竣工)では 900t・mまで
到達し床デッキプレートを小梁に先付けする「床板ユニット工法」の採用を実現してい























ンが用いられた 67。1968 年には霞が関ビルで 200t・mのワイヤー式タワークレーンが用
いられている。国産のタワークレーンは 1960 年に清水建設と石川島播磨重工業が共同
                            
64 「施工」1990年 7月 
65 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店より筆者推計 
66 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
67 「竹中工務店九十年史」 
  

















最高揚程 300m、積載荷重 2.5t）が超高層用リフトの先駆けとなった 70。 
・  生コン工場は 1949 年東京コンクリート工業株式会社が製造に着手したのが日本最










た 74。コンクリートポンプの性能向上により、横浜天理教館(1972 年竣工)では 102m75、
新宿野村ビル(1978年竣工)では 200m を超える高さへの圧送に成功している 76。 
 
                            
68 「清水建設二百年 生産編」 
69 「竹中工務店九十年史」 
70 「清水建設二百年 生産編」 
71 「大成建設 140年史」 
72 「清水建設二百年 生産編」 
73 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
74 榎本精一「特集 20世紀のコンクリート工学発展史 2．材料・施工技術」コンクリート工学 Vol.40、 
No1、平成 14年 1月号 
75 「施工」1973年 6月 
76 「施工」1978年 12月、1979年 2月、3月 
写真 36 初期のコンクリートポンプ車(出典：「20世紀のコンクリート工学発展史」、コンクリート工
学 Vol.40、No1、平成 14年 1月号) 
  




























                            
77 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
78 「清水建設二百年 生産編」 
79 「竹中工務店九十年史」 
80 「建設作業のロボット化」工業調査会、1996年 6月 
  





表 14 建設ロボットの開発事例（出典：「次世代建築生産」、p143） 
  





















                            
81 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
  



























                            









階数：地下 3階、地上 32階、塔屋 1階 
高さ：最高高さ 127.035m 
用途：オフィス、百貨店、銀行、店舗 
表 15 阪急グランドビル概要(写真出典：wikipedia) 
  










・  コンクリートタワーの打設能力について、24階（高さ 89m）打設時に実測した結果 1
サイクルの所要時間が約 4 分であり、計算値との誤差はわずか 6％であった。その為、
初期のコンクリート工事目標を達成することが出来た。  
図 21 コンクリートバケットの形状(出典：「施工」1978年 7月) 
写真 37 コンクリート掲送システムの全景(出典：「施工」1978年 7月) 
  




































                            
83 「建設ロボット大図鑑」彰国社 
表 16 SSR－3概要(写真出典：「建設ロボット大図鑑」、p52) 
開発：清水建設、神戸製鋼所 
適用実績：芝大門住友ビル 
     芝浦清水ビル 
     大阪 SOHB ビル 
     富士通川崎ビル 
     墨田花王 
     幕張東ガスビル 
     清水建設新本社ビル 




図 22 システム構成図(出典：「建設ロボット大図鑑」、p53) 
  



















図 23 全体図(出典：「建設ロボット大図鑑」、p49) 
  







表 17 鉄骨溶接ロボット概要(写真出典：「建設ロボット大図鑑」、p48) 
  



















図 24 概要図(出典：「建設ロボット大図鑑」、p73)  








表 18 水平コンクリートディストリビュータ概要(写真出典：「建設ロボット大図鑑」、p72) 
  

























囲が限定されるといった課題が残った(図 25)。  









     浦和テクノシティー太陽生命ビル 
     群馬銀行電算センター 
     日産自動車村山工場 
     渋沢倉庫物流センター 
図 25 メッセンジャーワイヤーの設置方法と施工範囲(出典：「建設ロボット大図鑑」、p91) 







































寸法：全高 2700 ㎜、全幅 640㎜、全長 1900 ㎜ 
 
図 26全体図(出典：「建設ロボット大図鑑」、p131) 
表 20 ボード張りマニピュレータ概要(写真出典：「建設ロボット大図鑑」、p130) 
  















ⅰ）SCF(Super construction Factory) 








                            








階数：地上 10階、地下 2階、塔屋 1階 
高さ：最高高さ 40．459m 
用途：独身寮、研修所 
表 21  ABCS概要(写真出典：大林組技術研究報 No.49) 
  













写真 40 柱建起こし(出典：大林組技術研究報 No.49) 
  





写真 41 床板敷き込み(出典：大林組技術研究報 No.49) 
ⅲ）自動溶接ロボット 
















写真 42 柱用自動溶接装置(出典：大林組技術研究報 No.49) 
 
















































・  1990 年に竣工した日本電気本社ビルではフロアによって揚重量が異なる繁雑さがあ
                            
89 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
90 「清水建設二百年 生産編」 
91 「施工」1973年 6月 
92 「施工」1987年 10月、11月、12月 
  


































・  バーコードによる部材管理は ABCS にもみられる。ABCS では部材の自動搬送を行う為
の位置情報を読み込んでいた。ABCS の施工担当者は柱の建て入れには微調整が必要とな
り効率的では無かったが、バーコード情報を進捗管理や部材自体の品質管理に応用する
                            
93 「施工」1990年 7月 
94 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店 
95 「施工」1984年 7月 
96 「施工 1989年 5月 
  













                            
97 「施工」1991年 1月 
図 27 クリスタルタワービルの仕上げチェックシステム(出典：「施工」1991年 1月) 
  














ⅱ）毎月 1回翌 1か月分の揚重指示書作成 
ⅲ）揚重 1週間前から運営リスト(野帳方式)に揚重依頼者が記入 







                            









階数：地下 2階・地上 27階 
高さ：最高高さ 101.65m 
用途： 
表 22 横浜天理教館概要(写真出典：wikipedia) 
  





図 28 揚重運営リスト(出典：「施工」1973年 6月) 
  














・  3.2.3 章参照。 
 
3）仕上げチェックシステム 














                            
99 「施工」1989年 5月 
図 29 ユニットバスのバーコード表(出典：「施工」1989年 5月) 
  






図 30 修正作業指示書及び作業確認チェックシート(出典：「施工」1989年 5月) 
 
  


















4. 4章 考察 
  
  
























































































































































5. 5章 まとめ 
  
  
































・ 「建設業ハンドブック 2017」日本建設業連合会 
・ 「建築業協会賞 50年受賞作品を通してみる建築 1960－2009」新建築 2009年 12月 
・ 二階盛 他「超高層建築 4 施工編」鹿島研究所出版会  
・ 二階盛 他「超高層建築別巻 続施工編」鹿島研究所出版会 
・ 梅村魁「建築生産の技術 計画・施工・管理」丸善株式会社 
・ 加賀秀治 他「次世代建築生産」東洋書店  
・ 対馬義幸 他「梅田センタービル物語」彰国社 
・ 「建設ロボット大図鑑」彰国社 
・ 鳥海良輔 嘉納成男「建築生産における施工技術の動向に関する研究」一般社団法人日
本建築学会 2012 年 3月 82 号 p525－528  
・ 山崎雄介「複合構造による超高層建築にみる施工技術・管理技術の進化」2014 年度建築
生産セミナー資料 2015年 1月 
・ 人見亨「建築生産における技術開発の流れ」建築雑誌 Vol.96、No.1174、1981 年 1月号 
・ 井口昌彦「工事管理の変遷と今後の課題」 
・ 山崎雄介「建築生産における施工技術の 30年」 
・ 「朝日東海ビルにおける工程計画と実施」清水建設研究所報第 20号昭和 48年 4月 
・ 「全自動ビル施工システムの開発(その 2)」大林組技術研究所報 No.61 
・ 「大林組百年史」 
・ 「鹿島建設社史 1970 年～2000 年」 
・ 「清水建設二百年 生産編」 
・ 「大成建設 140年史」 
・ 「竹中工務店九十年史」 
・ 「建築の技術 施工」彰国社 
 
  
